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スポーツ実践に関する調査報告から
飯田義明（経済学部教授）
研究会①
はじめに
　現在、本学社会知性センターにおける「持続的発展に向けての社会関
係資本の多様な構築：東アジアのコミュニティ、セキュリティ、市民文
化の観点から」という研究プロジェクトに参加している。このプロジェ
クトは3つの部門（コミュニティ、セキュリティ、市民文化）で構成さ
れており、各部門とソーシャル・キャピタル注）（以下、SC）の関係に
ついて調査している。そこにおいてコミュニティ（ここでは一応、地域
社会と捉えておく）とスポーツ実践がどのような関係にあるのか？　地
域社会においてスポーツ実践は SC を醸成しているのかを調査している。
本報ではこれまでの調査成果と今後の研究動向について報告する。
なぜ今、地域社会におけるスポーツ実践とSC
なのか？
　現在、日本は世界経済の失速、グローバル化などの影響から経済状況
は良好とは言えない状況である。また「若年層の就職」「経済・地域格
差」「無縁社会」など様々な問題が表出してきた。地域社会では、生活
上の共同性や連帯性の基盤が脆弱化しているとも指摘されている。
2005年の OECD の報告書においても、日本は国際的に「社会的孤
立」度が高く、“ 自分の属するコミュニティないし集団の「ソフト」な
人との交流が少ない ” という点において先進諸国の中で際だっていると
されている。このような背景のなか、「公 - 共 - 私」の関係性における
「互酬性」がベースになる「共」を重視する「新しいコミュニティ」が
提唱されるようになった。その「共」を担うひとつのツールとして、ス
ポーツ実践が地域社会における SC との関連において果たす役割がいか
なるものかを問い直す必要が立ち上がってきたのである。
これまでの研究成果
　研究成果として社会関係資本研究センター論文集に「地域社会におけ
るスポーツ実践とソーシャル・キャピタルの可能性」というタイトルに
て収められているので参照していただきたい。この論文においては、
SC における概念の若干の整理を試み、この概念を用いたスポーツ研究
の動向（海外を含め2000年以降、散見されるようになる）及び、スポ
ーツ社会学・経営学研究で蓄積されてきたコミュニティ・スポーツ論、
1995年から文部科学省が推進してきた「総合型地域育成スポーツクラ
ブ育成モデル事業」の政策的経緯とその問題点を整理した。先行研究か
ら地域に暮らす人々の「生活者」の視点からコミュニティに埋め込まれ
たスポーツクラブが有する社会的機能を明らかにする試みがされてきた。
一方、クラブ組織の構造そこに関係する地域の人びとの繋がりなどの社
会的ネットワークを視野に入れた研究には展開されてきていないことを
指摘した。そこで研究の始めとして、山口県で約25年間、約2000名
規模で展開されている体操クラブを事例として、その発展過程及び組織
の在り方について調査を行った。その結果、体操クラブ組織の発展過程
で人的な柔軟なネットワーク構造を構築していることを明らかにした。
現在の状況と今後の展開
　現在、体操クラブに継続的に足を運び、参加する方々から聞き取り調
査を行なっている。そこで体操クラブのイベントとして毎年開催される
体操祭（Photo1、2）が、この組織維持、人々の繋がりに大きな役割
を果たしていると考えられ、この体操祭が果たす役割を明らかにするこ
とを1つの課題としている。
　また本年はこの体操クラブに参加している人々に対し、何らかの SC
を醸成している可能性をアンケート調査より明らかにすることを試みて
いる。現段階で約480部を回収し分析しており、この結果については
次回報告させて頂く。また他県において同様な展開をしている体操クラ
ブについても調査し事例を積み重ねる予定である。
注） ここではソーシャル・キャピタルを「協調的行動を容易にすることにより社会の効率を改善し
うる信頼、規範、ネットワークのような社会的組織の特徴」と定義され、「一般化された互酬
関係をともなった社会的ネットワークである」と捉える。
　＊ 本研究は、平成22年度専修大学研究助成・個別研究「生涯スポーツ活動を通じた地域ネット
ワーク形成の可能性に関する検討」の研究成果の一部である。
Photo1　体操祭 Photo2　体操祭準備
